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①計画策定の趣旨

基本的人権の尊重を定めている「日本国憲法」と「児童の
権利に関する条約」の理念に基づき、子どもの権利に関す
る基本的な考え方を定めた「北広島市子どもの権利条例」
の理念の実現を目指して策定するもの

②計画の位置付け・計画期間

「北広島市子どもの権利条例」第２５条に基づき、子ども
の権利に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため
の３か年計画で、計画期間は令和３年度から令和５年度
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項目 区分 配付数 回収数 回収率

調査対象

小学４年生
から６年生
まで

320票
125票

39.1％
うち郵送107票

うちオンライン18票

中学生以上
高校３年相
当年齢まで

680票

198票

29.1％うち郵送152票

うちオンライン46票

合計 1,000票

323票

32.3％うち郵送259票

うちオンライン64票

対象者の
抽出方法

住民基本台帳からの無作為抽出

調査期間 令和2年8月7日（金）～8月28日（金）

調査方法
郵送による配付
回収は郵送又はオンライン（インターネット）

③アンケート調査の概要

（１）子どもの権利についての
広報・啓発活動の推進

（２）子どもの意見表明、参加
の機会の拡大

（３）子どもの居場所の充実

（４）子どもの権利の侵害への
対応

（５）子どもとメディアについて

④導き出された課題

・スマートフォンやインターネットの利
用の仕方等についての設問を追加
・オンラインによる回答も可とした

今回新たに追加
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⑤計画の基本的な考え方

＜基本理念＞
「子どもが夢と希望を持ち、幸せ
に暮らせるまち」

＜基本目標＞
（１）安心して生きる施策の推進

（２）守り、守られる施策の推進

（３）健やかに育つ施策の推進

（４）参加する施策の推進

・計画の基本理念、基本目標、権利体系ごとの施策の大きな枠組みに
ついては、第2期計画をそのまま引き継ぐこととした
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各
種
施
策
の
展
開

自分が持っている能力を伸ばすための必要な支援を受けること

平和と安全な環境の下で生活すること

自分の命がかけがえのないものとして守られ、尊重されること

健康に配慮され、適切な医療が受けられること

差別、暴力、いじめ及び不当な不利益を受けないこと

危険から身が守られること

個性が認められ、人格が尊重されること

障がいのある子どもが、尊厳を保ち、自立の促進及び社会への積極
的な参加が図られること

プライバシーが守られること

愛情と理解をもって育まれること

家庭、育ち学ぶ施設、地域等の場で自分の意見を表明すること

遊ぶことを通して良好な人間関係を築くこと

文化、芸術、スポーツ及び自然に親しむこと

自分の将来を決めること

自分の幸せな未来の実現に向けて、必要な情報を得ること

表明した意見について、年齢や成長に応じてふさわしい配慮がなさ
れること

仲間をつくり、仲間と集うこと

情報提供等の適切な支援を受けられること

学ぶことを通して人間的発達を目指すこと

子
ど
も
が
夢
と
希
望
を
持
ち

、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
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参
加
す
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施
策
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推
進

健
や
か
に
育
つ

施
策
の
推
進

守
り

、
守
ら
れ
る
施
策
の
推
進

安心できる居場所が確保されること

自分の将来が生まれ育った家庭の事情等によって左右されないこと

安
心
し
て
生
き
る

施
策
の
推
進

国籍、民族、言語等において少数の立場の子供が、自分の文化等に
親しみ、学び、又は表現することが尊重されること

誇りを傷つけられないこと

子どもであることを理由に不当な扱いを受けないこと

自分に関することを決めるとき、適切な支援を受けること

権利の侵害から逃れられ、権利の侵害を受けた時に支援や救済を求
めること

＜施策体系図＞
基本理念 基本目標 権利体系ごとの施策

アウトメディアの
推進（青少年安全
対策事業）を追加

人権擁護の推進
（人権意識の普及
啓発事業）を追加


